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「過労死等防止対策推進法」で、11 月は「過労死等防止啓発月間」とされ、国及び地方公

共団体はその趣旨にふさわしい事業の実施に努めなければならないとされています。 

埼玉労働局（局長 増田
ま す だ

 嗣郎
し ろ う

）では、同月間に、「過重労働解消キャンペーン」及び「過労

死等防止対策推進シンポジウム」を実施します。 

 

【取組の内容】 

1 過重労働解消キャンペーンの実施（資料１参照） 

(1) 労使団体等への協力要請の実施（資料２参照） 

県内９つの主要な労使団体等に対し、過重労働解消に向けた取組について、10 月 27 

日、28 日に協力要請を行いました。 

(2) 埼玉労働局長によるベストプラクティス企業への職場訪問（資料３参照） 

埼玉労働局長が、報道機関に公開の上で、長時間労働の削減に積極的に取り組んでい

る企業を訪問します。 

 

訪問企業： 株式会社キットセイコー (埼玉県羽生市上手子林 280） 

〔 業種：金属製品製造業 〕 

訪問日時： 11 月 13 日（金）13：30 ～（１時間から１時間半程度を予定） 

         面 談 者： 代表取締役 田邉 弘栄 氏 ほか 

内  容： ①埼玉労働局長と社長との対談 

②工場視察 

③埼玉労働局長と社員との意見交換 

※  当日、現地での取材を是非ともお願いします。 

現地取材を実施していただける場合は、11 月 11 日（水）までに、埼玉労働局                    

     労働基準部監督課（担当 藤澤）あてにご連絡をお願いします。（事前登録制） 

 

令和２年 10 月 30 日 

〔照会先〕 

埼玉労働局労働基準部監督課 

  監 督 課 長 中村 祐樹 

  主任監察監督官 宮尾 薫子 

電話番号 048-600-6204 

11 月は「過労死等防止啓発月間」です 
～過重労働解消キャンペーン及び過労死等防止対策推進シンポジウムを実施します～ 
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(3) 集中的な監督指導の実施 

過労死等に係る労災請求が行われた事業場、離職率が極端に高く若者の「使い捨て」

が疑われる企業等に対し、労働基準監督官による集中的な監督指導を行います。 

(4) 休日電話相談の実施  

「過重労働解消相談ダイヤル」（無料）を全国一斉に実施し、長時間労働や過重労働、  

賃金不払残業など労働条件全般にわたり、都道府県労働局の担当官が相談に応じます。 

   電話番号： ０１２０
フリーダイヤル

ー７９４
なくしましょう

ー７１３
長 い 残 業

 

    実施日時： 1１月１日（日） 9：00 ～ 17：00 

          全国どこからでもかけられ、携帯電話からのご利用も可能です。 

           ご本人だけでなく、家族や知人の方からのご相談もお受けします。 

           匿名でのご相談も可能です。 

          また、上記実施日時に限らず、１４言語に対応する「労働条件相談ほっと 

ライン（0120-811
は い！

-610
ろうどう

）」を設置し、平日の夜間（17:00～22:00）、 

土日・祝日（9:00～21:00 ※12 月 29 日～1 月 3 日は除きます。）に、 

無料電話相談を実施しています。（資料４参照） 

(5) 過重労働解消のためのセミナーの開催（資料５参照） 

事業主や人事労務担当者などを対象に、オンラインで「過重労働解消のためのセミナー」

（参加無料）を開催します。 

   

                                                 

※ 専用ホームページ ➠ https://shuugyou.mhlw.go.jp/kajyuuroudou.html    

  

2 過労死等防止対策推進シンポジウムの開催（資料６参照） 

「過労死等防止対策推進シンポジウム」を開催します（参加無料・事前申込）。 

開催日時： 11 月 2４日（火） 14：00 ～ 1６：３0（受付１３：００～） 

会    場： ソニックシティビル棟４階 市民ホール４０１ 

（埼玉県さいたま市大宮区桜木町１丁目７－５） 

内  容：①埼玉労働局からの現状報告 

②「パワーハラスメント防止措置の義務化と埼玉管内の個別労働紛争 

の状況」 

③過労死を考える家族の会 体験談 

④講演 牧内 昇平 氏（新聞記者） 

「取材から見えてきた過労死の実態」 

※ 専用ホームページ ➠ https://www.p-unique.co.jp/karoushiboushisympo/  
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                                       令和２年10月27日 

                                      令和２年10月28日 

各団体の長  殿 

埼 玉 労 働 局 長 

 

長時間労働削減を始めとする働き方の見直しに向けた 

取組に関する要請書 

 

長時間労働の削減や賃金不払残業の解消、年次有給休暇の取得促進のためには、単に法令を遵守するだけではなく、 

長時間労働が生じている職場においては、人員の増員や業務量の見直し、マネジメントの在り方及び企業文化や職場

風土等を見直していくことが必要であり、これまでの働き方を改め、仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）

のとれた働き方ができる職場環境づくりを進める必要があります。 

さらに、新型コロナウイルス感染症の感染状況等を踏まえた働き方も求められているところです。 

また、過労死等防止対策推進法（平成 26 年法律第 100 号）において、11 月を「過労死等防止啓発月間」と定め、 

過労死等防止のための集中的な啓発を行うこととされています。 

このようなことから、埼玉労働局としては、長時間労働の削減を始めとする働き方の見直しに向けた取組を推進す

るため、昨年に引き続き、10月を「年次有給休暇取得促進期間」、11月を「過重労働解消キャンペーン」期間と定め、

別紙のとおり、過労死等防止対策推進シンポジウム等の取組を実施することとしています。 

 

昨年度の埼玉労働局における「過重労働解消キャンペーン」における 重点監督においては、監督指導の実施事業

場の約６割に違法な時間外労働が認められ、そのうち約２割の事業場で月80時間を超える時間外・休日労働が認めら

れる等、依然として長時間労働の実態が認められたところです。 

 

働き方の見直しに向けた取組を進めるためには、長時間労働を前提とした労働慣行から、早く帰る労働慣行への  

転換を図るとともに、年次有給休暇を取得しやすい雰囲気を醸成するための取組等を積極的に行っていただくことが

重要です。 

具体的には、経営トップによるメッセージの発信や、勤務間インターバル制度、フレックスタイム制、テレワーク、

年次有給休暇の計画的付与制度、時間単位の年次有給休暇制度などの導入、ノー残業デーの設定、年次有給休暇の  

取得による連休の実現（プラスワン休暇）等が考えられますが、各々の企業の実情に応じた取組を着実に行って   

いただくことが大切です。 

 

［使用者団体］ 

貴団体におかれましては、これまでも、働き方改革に関する周知啓発に格別の御協力を賜ってきたところですが、

改めてこの取組の趣旨を御理解いただき、傘下団体・企業等に対する周知啓発に向けて御協力をいただきますよう、

よろしくお願い申し上げます。 

その際、自社の働き方改革等により、下請等中小事業者に適正なコスト負担を伴わない短納期発注や発注内容の頻

繁な変更などの「しわ寄せ」を生じさせることのないよう取引上必要な配慮を賜りますよう、併せてお願い申し上げ

ます。 

 

［労働団体］ 

貴団体におかれましては、これまでも、働き方改革に関する周知啓発に格別の御協力を賜ってきたところですが、

改めてこの取組の趣旨を御理解いただき、各企業の労使間での協議等を通じて「働き方の見直し」が進むよう、御協

力をいただきますようよろしくお願い申し上げます。 

その際、大企業・親事業者の短納期発注や発注内容の頻繁な変更などの「しわ寄せ」を生じさせることのないよう、

労働組合の立場からも御理解、御協力のほど、併せてお願い申し上げます。 

 

平成31年４月１日からは、働き方改革を推進するための関係法律の整備に関する法律（平成30年法律第71号）に

よる改正後の労働基準法（昭和22年法律第49号）において、時間外労働の上限規制が罰則付きで規定され、さらに、

令和２年４月１日からは時間外労働の上限規制が中小企業にも適用されております。 

長時間労働の削減を進めるため、埼玉労働局においては、 

①  長時間労働の是正や賃金不払残業などの解消に向けた監督指導の強化      

② 休暇の取得促進を始めとした「働き方の見直し」に向けた企業への働きかけの強化 

を２つの柱として、取り組んでいるところです。 

今後とも、長時間労働削減を始めとする働き方の見直しへ向け、様々な取組を実施していく方針ですので、引き続

き、御協力をお願い申し上げます。 
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別 紙 

 

１ 過重労働解消キャンペーンの実施  

（１）労使団体への協力要請の実施 

主要な労使団体に対し、過重労働解消に向けた取組について協力を要請します。 

 

（２）埼玉労働局長によるベストプラクティス企業への職場訪問の実施 

埼玉労働局長が、報道機関に公開の上で、長時間労働の削減に積極的に取り組ん 

でいる企業を訪問します。 

   また、訪問企業の取組事例を埼玉労働局のホームページで紹介します。 

 

（３）集中的な監督指導の実施 

過労死等に係る労災請求が行われた事業場、離職率が極端に高く若者の「使い捨 

て」が疑われる企業等に対し、労働基準監督官による集中的な監督指導を実施しま 

す。 

 

（４）休日電話相談の実施 

「過重労働解消相談ダイヤル」（無料）を実施し、過重労働をはじめとする労働条 

件全般にわたり、都道府県労働局の担当官が休日に電話相談に応じます。 

       実施日時 １１月１日（日） ９：００～１７：００ 
 

０１２０
フリーダイヤル

－７９４
なくしましょう

－７１３
長 い 残 業

  

   また、上記実施日時に限らず、１４言語に対応する「労働条件相談ホットライン 

（０１２０－８１１
は い ！

－６１０
ろ う ど う

」を設置し、平日の夜間（１７：００～２２：００）、

土日・祝日（９：００～２１：００ ※１２月２９日～１月３日は除きます。）に、

無料電話相談を実施しています。 

 

（５）過重労働解消のためのセミナーの開催 

    事業主や人事労務担当者などを対象に、オンラインで「過重労働解消のための 

セミナー（無料）」を開催します。 

    

２ 過労死等防止対策推進シンポジウムの開催  

    「過労死等防止対策推進シンポジウム」（定員 98 名・参加無料・事前申込）を開催

します。 

開催日時 １１月２４日（火）１４：００～１６：３０（受付１３：００～） 

       会  場 ソニックシティビル棟４階 市民ホール４０１ 

（埼玉県さいたま市大宮区桜木町１丁目７－５） 

       内  容 ①埼玉労働局からの現状報告 

         ②「パワーハラスメント防止措置の義務化と埼玉管内の個別労働 

          紛争の状況」 

        ③過労死を考える家族の会 体験談 

④講演「取材から見えてきた過労死の実態」 

牧内 昇平 氏（新聞記者） 
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埼玉労働局長によるベストプラクティス企業への職場訪問 

 

訪問日時： 11 月 13 日（金）13：30 ～（１時間から１時間半程度を予定） 

面 談 者： 株式会社キットセイコー 代表取締役 田邉 弘栄 氏 ほか 

内  容：①埼玉労働局長と社長との対談 

②工場視察 

③埼玉労働局長と社員との意見交換 

※  当日、現地での取材を是非ともお願いします。 

現地取材を実施していただける場合は、11 月１１日（水）までに、埼玉労働 

局労働基準部監督課（担当 藤澤 電話：048-600-6204）あてにご連絡をお願い 

します。（事前登録制） 

 

 

株式会社キットセイコー              １２９号 

郵便番号：348－0025 

所在地 ：埼玉県羽生市上手子林 280 

電話番号：048－561－6111 
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～特殊ねじが小惑星探査機『はやぶさ』などに搭載～ 

         『はやぶさ：ⒸJAXA』               

株式会社キットセイコーは、１９４０年創業、従業員２３名の特殊ねじの製造

メーカーです。 

特殊ねじは小惑星探査機『はやぶさ』などに搭載されています。１９７０年に 

打ち上げられた国内初の人工衛星『おおすみ』から現在まで５０年にわたり宇宙

事業に携わっている会社です。 

他の事業においては、世界の四輪レースの最高峰であるＦ１、鉄道信号や鉄道

保安設備、エネルギープラント事業部品、５Ｇで期待の高まる半導体検査装置部

品、趣味でも多く使用される楽器などの多くの分野で使用される特殊ねじを 

製造しています。 

『ねじ』としてあまり市場に流出していない多様な材質（耐熱合金・高強度・

チタン合金等）にてオーダーメイドで特殊ねじを製造する事を強みとしていま

す。 

    企業概観             製品情報 

 

（引用元：株式会社キットセイコーのホームページ） 

〇取材にあたってのお願い 

 １．新型コロナウイルス感染症防止の観点から、必要最少人数での取材を  

お願いします。また、発熱がある場合の取材の中止、取材時のマスクの 

着用について、ご協力をお願いします。 

 ２．地図は、表面をご参照願います。お車でお越しの場合は、株式会社キット   

セイコー敷地内の駐車場をご利用いただけます。 

 ３．工場視察の際は、ヘルメット、作業服、安全靴等の特別な装備は必要あり 

ません。工場内での行動・写真撮影等は、安全確保や機密保持の観点から、

株式会社キットセイコーの担当者の指示に従っていただくようお願い 

します。 
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健康的に働ける職場づくりを本気で実現したいと考える
経営担当者や労務担当者をサポートするために、オンライン
で「過重労働解消のためのセミナー」を開催。関連法から
対策のための指針、先行企業の事例など、「使える知識や
ノウハウ」をご提供します。

事業主や人事労務担当者など対象者

ホームページ申込方法

令和2年9月～11月 ※詳しい日時は、ホームページをご覧ください。開催日時

オンライン開催　※詳細はホームページをご覧ください。実施方法

内容

過重労働解消のためのセミナー

新しい時代の
新しい働き方を
応援したい

「働き方改革関連法」をはじめとした過重労働防止に関する法令や、各種対策を立てるためのガイドラ
インについて。また、ストレスチェック制度や職場のパワーハラスメント対策について解説します。さらに、す
でに長時間労働の是正に取り組む企業の事例等もご紹介いたします。

□自社の働き方改革を推進したい

□過重労働防止対策に必要な知識や
　ノウハウを知りたい

以下に当てはまる経営担当者
または労務担当者におすすめ！

解決のヒントがここに！

無料
セミナ

ー
開催

https://shuugyou.mhlw.go.jp/kajuuroudou.html
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セミナーへの参加は、ホームページからお申込みすることができます。また、セミナーについての詳しい情報や開催
日時につきましては、ホームページからご確認ください。

※お申込み完了メールは、場合により遅れる場合がございます。1日経ってもメールが届かない場合は、再度
ご入力いただくか、syugyo_kankyo@rb.kimura-unity.co.jpまでお問合せください。

ホームページからのお申込み

セミナーへのお申込みについて

専用のホームページへ
アクセス

トップページから
申し込みボタンを選択

お申し込みフォームに従って、
必要事項を記入

入力が完了し「申込を確定する」を押すと、
お申込み完了メールが届きます。

☎0120-033-767ご連絡先

●ご記入いただいた個人情報は、「令和２年度　就業環境整備・改善支援事業」に利用させていただきます。
●個人情報に関するお問合せは、厚生労働省委託事業　就業環境整備・改善支援事業事務センターまでご連絡ください。
　電話または、Emailでご対応いたします。

syugyo_kankyo@rb.kimura-unity.co.jp個人情報の取り扱いについて

1

2

3

4

後日、オンラインセミナー受講のためのURL、
ログイン用情報を記載した通知メールが届きます。
メールに記載されている情報によりログインし、
オンラインセミナーを受講してください。

5
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近年、働き過ぎやパワーハラスメント等の
労働問題によって多くの方の尊い命や心身の健康が
損なわれ深刻な社会問題となっています。
本シンポジウムでは有識者や過労死で亡くなられた方の
ご遺族にもご登壇をいただき、過労死等の現状や課題、
防止対策について探ります。

過労死をゼロにし、
健康で充実して働き続ける
ことのできる社会へ

毎
年
11
月
は「
過
労
死
等
防
止
啓
発
月
間
」で
す
。

ソニックシティビル棟4階  
市民ホール401
（埼玉県さいたま市大宮区桜木町１丁目７-５）

会場

日時 2020年11月24日（火）
14：00～16：30（受付13：00～）

参加
無料
事前申込

主催：厚生労働省
協力：過労死等防止対策推進全国センター、全国過労死を考える家族の会、過労死弁護団全国連絡会議、
　　　埼玉産業保健総合支援センター、埼玉県経営者協会、連合埼玉、埼労連

過労死等防止対策推進シンポジウム 検索

スマートフォンで
QRコードを
読み込んで下さい。

埼 玉 会場

新型コロナウイルス感染症の予防対策を行い
実施いたします。今後の感染状況により、
参加者数を制限するなど、規模を縮小して
実施する場合があります。
参加には、事前申込みが必要です。
詳細、中止の連絡等は、ホームページにて
お知らせいたします。
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牧内 昇平 氏
新聞記者

東京大学教育学部卒。２００６年に朝日新聞に入社。
主に経済部記者として、過労死を中心に労働・貧困
問題の記事を執筆。２０２０年６月に同社を退職後も
過労死・パワハラ死の取材を続けている。
著書に『過労死 その仕事、命より大切ですか』『「れいわ現象」の正体』
（ともにポプラ社）

ソニックシティビル棟4階  
市民ホール401
（埼玉県さいたま市大宮区桜木町１丁目７-５）
・JR大宮駅西口　歩行者デッキにて直結 徒歩3分

会場のご案内

14：00 開会挨拶

14：10 埼玉労働局からの現状報告

14：30 「パワーハラスメント防止措置の義務化と
  埼玉管内の個別労働紛争の状況」
 埼玉労働局 雇用環境・均等室

14：50 過労死を考える家族の会  体験談

15：20 休憩

15：30 「取材から見えてきた過労死の実態」
 牧内 昇平 氏（新聞記者）

16：30 閉会

スマートフォンで
QRコードを
読み込んで下さい。

連 絡 先

企業・団体名

●次の該当する□に✔をお願いいたします。
□ 経営者　　□ 会社員　　□ 公務員　　□ 団体職員　　□ 教職員　　□ 医療関係者　　□ 弁護士
□ 社会保険労務士　  □ パート・アルバイト　　□ 学生　　□ 過労死家族　　
□ その他 ［　　　    　　　　　　　　　　　　　     　　　　　　　　　　　　　　　    　　］

ふりがな

ふりがな

ふりがな

ふりがな

お 名 前

「個人情報の取扱いについて」
・ご記入いただいた事項は、過労死等防止対策推進シンポジウムの申込受付業務を目的として使用し、他の目的で使用することはございません。 ・個人情報はご本人の同意なく第三者に提供をいたしません。
・委託運営株式会社プロセスユニークの「個人情報保護方針（http://www.p-unique.co.jp/privacy）」に従い適切な保護措置を講じ、厳重に管理いたします。

過労死等防止対策推進シンポジウム ［参加申込書］

●Webからの申し込み：以下ホームページをご覧いただき、申し込みをお願いいたします。
https://www.p-unique.co.jp/karoushiboushisympo

5名以上のお申込みは、
別紙（様式自由）にて
FAXしてください。

●以下の参加申込書に必要事項を記載の上、FAXをお願いいたします。FAX番号 03-6264-6445

過労死等防止対策推進シンポジウム 検索

●下記の「個人情報の取扱いについて」に同意の上、ご記入ください。

●FAX：●TEL：
●E-mail：

（お問い合わせ先）  電話：0120-562-552  E-mail：karoushiboushisympo@p-unique.co.jp  株式会社プロセスユニーク

参加申込について
▶新型コロナウイルス感染症の影響により事前申し込みが必要です。
　定員になり次第締め切ります。
▶申し込みはＷｅｂまたはＦＡＸでお願いします。
▶参加証を発行いたします。当日、受付までお持ちください。
▶定員超過の場合は、電話またはメールでご連絡いたします。
▶連絡先のTELかE-mailのどちらかは必ずご記入ください。

埼 玉会場
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